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令和６年度父母の会理事会、総会及び保護者面談を５月17日（金）に開催しました。 

 総会では、令和５年度事業報告・決算報告及び令和６年度事業計画・予算案が承認されました。 

また、役員として会長に河本英憲さん、副会長に菊池一美さんと阿部智美さん、監事に千田済さんと

澤口巧聖さんが選任されました。 

 総会終了後には、経営科ごとに分かれて保護者面談が行われました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

【議案及び議決結果】            【令和６年度父母の会役員名簿】 
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役職名 学科・経営科 氏 名（学生名） 市町村名 

会 長 畜産・酪農２年 河本 英憲（純也） 盛岡市 

副会長 
農産園芸・農産２年 菊池 一美（岳人） 花巻市 

農産園芸・花き１年 阿部 智美（樹里） 盛岡市 

理 事 

農産園芸・野菜２年 菊池  香（真菜） 花巻市 

農産園芸・花き２年 齊藤 明美（花恋） 北上市 

畜産・肉畜２年 新田 千草（悠治） 花巻市 

農産園芸・野菜１年 佐藤  学（七生） 金ケ崎町 

農産園芸・果樹１年 田中 大雅（ 前 ） 秋田県 

畜産・酪農１年 近江 聡子（陽太） 秋田県 

畜産・肉畜１年 瀬川 勝貴（徳将） 花巻市 

監 事 
農産園芸・果樹２年 千田  済(小百合） 北上市 

農産園芸・農産１年 澤口 巧聖（奨穏） 北上市 

議案 

番号 
議案名 結果 

１ 役員の選任について 承認 

２ 
令和５年度父母の会事業報告並びに一般

会計及び特別会計決算について 
承認 

３ 

令和６年度父母の会事業計画（案）並び

に一般会計及び特別会計予算（案）につ

いて 

承認 

学生の皆様へ！ 父母の会 会長 河本 英憲

晩夏の候、皆様にはますますご清栄のことと存じます。父母の会の活動

に対して平素より格別のご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございま

す。本年度の父母の会役員12名を代表して挨拶申し上げます。 

近年のICTやAIの進化には凄まじいものがあります。農業の世界でも、

これらを駆使したスマート農業の波が押し寄せ、先人達の過去の経験・知

識が全く役に立たないような錯覚に陥ってしまいます。しかしながら、農

作物や家畜の反応などの自然の摂理は、これからも全く変わることはあり

ません。ICTやAIがいかに進化しようとも、先人達が蓄積してきた膨大な

自然の摂理に関する知識を使いやすくする道具にすぎません。道具はすぐ

に陳腐化しますが、道具を使いこなす（活かす）技術は陳腐化することは

決してありません。  

本校は、今年度40名の新入生を迎え入れ、2年生51名を合わせて91名が学んでいます。学生の皆

さんには、道具に振り回されることなく、道具を活かす技術を身につけることを期待します。 

そんな理念はともかくも、我々父母が学生の皆さんに切に願うことは、次のふたつです。91名全員

が2年間の過程を無事に終了し、卒業式で未来へ向かって胸を張って歩き出す姿をみせてください。そ

して、農業を通して心豊かで実り多き人生を送ってください。 

最後となりましたが、竹澤校長をはじめ日々教育に尽力されている先生方、事務局の皆様並びに後

援会の皆様方に感謝を申し上げて結びとさせていただきます。 
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佐藤農林水産部長の講話を熱心に聞く学生 学生代表から花束贈呈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤県農林水産部長からの熱いメッセージ！！

 令和6年6月4日、佐藤県農林水産部長をお迎えし、「岩手県農業の魅力と農大生に期待するこ

と」と題して講話をいただきました。 

 「岩手県の農業の魅力」、「岩手県の農業の展開方向」、そして「輝く岩手の農業者」及び

「農大生に期待すること」等について熱く語っていただき、講話後の質疑応答では学生からの質

問にも丁寧にご回答いただきました。 

 最後に、学生代表からの感謝の言葉を申し述べ、花束を贈呈しました。 

 学生にとって、今後の参考となる講話でした。 

 

６月２１日に、学生自治会主催によるスポーツ大会が開催されました。今年はバスケットボ

ール、バドミントン、ドッヂボール、バレーボールの４つの競技種目について、経営科対抗に

よる熱戦が繰り広げられました。本年も、花き経営科と酪農経営科を連合チームとし、職員チ

ームもバレーボール、バスケットボールの２つの競技種目に出場するなど、農大独自ルールや

プログラム編成に工夫が見られました。 

 総合優勝は、ドッヂボールで１位、バレーボール、バドミントンで２位となった農産経営科

でした。 

 非常に暑い中、学生同士の交流が図られ、有意義な大会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月 15 日、第１回自治会総会（定例総会）が開催されました。総会では、令和５年度の事

業実績と決算報告、令和６年度の事業計画（案）と予算（案）のほか、各委員会・クラブの活

動方針が示され、すべて了承されました。なお、今年度は７つのクラブが結成されました。 

 自治会執行部は、新たに加わった１年生のメンバーとともに、「学生が主体となり、学校生

活や行事等において、活動を行いやすい環境づくりに努める」を方針に活動していきます。 

各種目で熱戦が繰り広げられました スポーツを通じて交流が図られました 
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書類の記録状況について確認 

本校で取り組んでいるASIAGAPでは、取組が適切に行われているか確認するため、年に1回内部

監査を行っています。８月初めに行った内部監査では、ASIAGAP指導員資格を持つ本校職員が監査

員を務め、取組に係る書類の記録や整備状況が適切か、作業する環境が安全であるか、農薬・肥料・

資材などの管理が適切であるかなど、基準に沿って監査を行いました。その結果いくつかの不適合点

が指摘されたため、10月に受ける維持審査に向けて、今回指摘された点を是正して取組が適切にな

るよう改善を図ります。また、学生に対しても是正内容を伝えて問題点を理解させることで、GAPの

取組の効果を上げるように努めていきます。 

廃棄物の保管状況を点検 

農業大学校では、学生の農業技術と経営能力向上等を目的に、農業機械等の資格取得に向けた活動

等の推進、免許取得に向けた実習、課外を行っています。 

今年度、学生が取得した主な資格、免許は以下のとおりです（８月末時点）。 

・小型車両系建設機械（３ｔ未満）：14名（1年生） 

・フォークリフト運転技能講習  ：20名（1年生：1名、2年生：19名） 

・トラクタ（大型特殊：農耕用） ：13名（1年生） 

 

トラクタ運転（大型特殊：農耕用 ※科目名：農業機械実習Ⅰ）及び９月から実習するトラクタ運

転（けん引：農耕用 ※科目名：農業機械実習Ⅱ）については、今後も免許取得の機会があることか

ら、免許取得の希望がある学生に対し、別途受験に向けた課外を行い、取得に向けた支援を行ってい

きます。 

小型車両系建設機械の講習の様子 トラクタ（大型特殊・農耕用）の実習の様子 
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果樹経営科の発表 
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9/18 農家派遣実習（農産・野菜・果樹経営科、～１０/２） 

9/20 農家派遣実習（花き・酪農・肉畜経営科、～１０/４） 

9/24 ２年前期定期試験（～9/26） 

 10/  7 海外農業研修報告会 

10/10 本科推薦入学試験 

10/26 農大祭（～10/27） 

11/13 校内意見発表会 

11/13 学生自治会総会 

11/14 元気の出る農業セミナー 

11/18 自治会スポーツ大会 

12/  2 卒業研究経営科別発表会（～12/５） 

12/18 卒業研究成果全体発表会 

12/20 １年父母等面談 

12/21 冬季休業（～1/６） 

12/24 本科前期一般入学試験 

肉畜経営科の発表 

県農林水産部主催の政策提案型調査研究コンテスト「Wild Cup 2024」が８月７日～８日に盛岡で

開催されました。本コンテストは、従来にない野心的（＝新しく大胆）な政策立案に向けた調査・研

究を通じ、農林水産業の活性化及び職員（学生）のスキルアップを図るために毎年開催されているも

のです。募集テーマは、農林水産業の収益力アップや農林水産業を核とした地域活性化を目指す構想

です。 

本校からは、農産園芸学科果樹経営科と畜産学科肉畜経営科の１年生２チームが参加し、肉畜経営

科チームの発表タイトル「農大から発信する！酒粕を用いたサスティナブルな農業」が部門別表彰の

「学生グループ部門賞」を受賞しました。なお、果樹経営科チームはタイトル「りんごせん定枝の有

効活用」について、発表しました。 

それぞれ、各現場の現状から課題となっていることを汲み取り、そこから取組みできることを提案

しました。発表にあたっては、７月上旬に発表申込を行ってから、各チームで発表内容を練り上げて

スライド作成を行い、夏休みの中、前日まで発表練習を行いました。 

当日は、２チームともしっかりとした発表ができ、よい経験となりました。今回の経験を活かし

て、これからの卒業研究等に取り組んでいってほしいと思います。 


